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　　今回のツアーは、近畿で唯一の米軍基地である京丹後市・経ケ岬の近くに造られた米軍のⅩバンドレーダー基地と変貌する自衛隊の実態を現地で視察する目的で企画しましたが、まさにその目的を十分に果たすことができました。
　２０１３年２月、安倍首相とオバマ大統領による首脳会談に端を発する経ケ岬のⅩバンドレーダー基地問題。
２０１３年９月に市長や知事が協力を表明すると、直ちに予定地の地権者40人を訪問して、年内には１人の方を除いて契約書を取り付け、翌年５月には米軍基地の建設工事を開始。10月には、レーダー本体が多数の警察隊の封鎖の中搬入され、12月26日からレーダーが本格稼働されます。
計画が持ち上がってから６年８か月。地元では様々な問題が起こっています。
レーダー設備を動かす電力を供給するための発電機による騒音はすさまじく、住民の苦情により昨年９月から関電の商業電力導入で解決するはずでしたが、その後も深夜・早朝も問わずにしばしば発電機が稼働しています。
米軍関連の交通事故が分かっているだけで既に76件発生。しかも、今年の３月に行われた「安全・安心対策連絡会」において今後の事故情報は件数のみとすると表明。
そして、昨年５月にはドクターヘリによる緊急搬送が、レーダーが「停波」されなかったために支障をきたすという重大事が起こっています。
導入が決定するまでは、防衛省が市へ「皆様にご理解いただいて」と４回ものの説明を行い、あたかも市民に「寄り添う」姿勢を見せながら、レーダーが設置され稼働しだすと、手のひらを返したような対応を行う。
また、２０１６年11月８日に日米合同委員会で、Ⅹバンドレーダー基地に配置されている米軍や軍属による自衛隊の福知山射撃場での射撃訓練が合意されるや、わずか３週間後の11月29日から実弾射撃訓練が強行され、既に22回行われていますが、いつ実施されるのかも知らされることはありません。
さらに、舞鶴の自衛隊基地の中には米国製のミサイルの整備場が造られるなど、ますます自衛隊は米軍との一体化を進めています。
これこそが、日本国中どこにでも設置しようとすれば、地元の了承など必要とせずに米軍基地を造り、住民のいのち・安心・安全よりも米軍の運用を優先して、約束など守らなくても平気という「日米地位協定」の実態です。
いまこそ、「日米地位協定」の抜本的改定を求める署名を大きく広げ、各自治体から国への同趣旨の「意見書」採択を進める運動を高めるため、力を合わせましょう。
　11月10日に、京丹後市の丹後文化会館にて「米軍基地はいらんちゃ！ＦＥＳＴＡ２０１９」が開催され、７００人が参加しました。大阪安保からも３人が参加しました。
　現地の「米軍基地建設を憂う宇川有志の会」から、経ヶ岬米軍基地が計画にない部分も含めてどんどん拡張されている様子や、住民の声を全く聞こうとしない行政の態度の対応などが報告されました。

　「二期工事」に関して、実施しないことが原則とされていたはずの土日の工事も、今年になって４１回の土曜工事が行われ、日曜日の工事までも行われています。当初の約束も反故にし、米軍最優先の対応を改めさせなければいけません。

　集会後、峰山町内を「ｘバンドレーダーを撤去せよ！」などのコールをしながらパレードが行われました。
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・
　　１２月１日（日）の１３時半から、滋賀県高島市の住吉公園にて、「日米合同演習反対　あいばの大集会」が開催されます。
　あいばの演習場では９月１８日に照明弾の部品が演習場外に落下するという事件が起こりました。この４年間で３回目となる重大事件です。

　このあいばの演習場では、この間毎年のように日米合同演習が行われ、ストライカー装甲車や、オスプレイなども使用されています。今年の２月にもオスプレイ使用で行われました。年度広報で発表されている通りに訓練が実施されれば、年内にまたしてもあいばの演習場で日米合同演習が行われる可能性が高くあります。

　度重なる重大事件を起こし、周辺住民に対して納得のいく説明がなされないままに訓練が再開され、再発防止策を講じてもまともに機能していない状況において、危険極まりない日米合同演習を実施するなど許されるものではありません。
　１２月１日の集会には、ぜひ、多数のご参加よろしくお願いします。

※ＪＲ大阪駅１１時２３分発米原行(京都駅で１２時１１分発近江今津行に乗り換え)で大阪安保事務局は行きますので、一緒に行こうと思われる方は、８番線の京都方向前方へお越しください。１３時１７分に集会開催地最寄りの近江今津駅に到着します。
米軍基地はいらんちゃ!FESTA2019





民家のすぐ近くにある、福知山室射撃場





近畿安保京都米軍基地＆


自衛隊視察ツアー








「米軍基地建設を憂う宇川有志の会」事務局長、永井さんの話を聞くツアー参加者
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大阪安保の事業活動


ほほえみりんご　


はじめました








一箱１０㎏入り


４７００円です。





ご注文受付中です。お届は１２月から順次行います。


来年２月２５日まで受け付けます。


ご注文は、大阪安保まで、Faxかメールでお願いします。


多くのご注文お待ちしています。





10月の大阪安保23定例宣伝行動を、10月23日に行いました。継続的に行うようになってから通算で380回目の23行動です。


日本共産党、原発0の会、大阪労連、AALAからの弁士による訴えと、ビラ配布、「日米地位協定の抜本的改定を求める」請願署名呼びかけを14人の参加で行いました。


自ら声を掛けてきて署名をしてくれる女性や、ビラを受け取り一度は通り過ぎたけどしばらく立ち止まって弁士の訴えに耳を傾け、戻ってきて署名をしてくれる若い女性、自転車から手を伸ばしてビラを受け取ってくれる男性などもいました。


弁士の訴えは、消費税問題にも言及し、辺野古新基地建設にどれだけの税金が使われようとしているかということ、安保条約は軍事だけでなく経済にも大きな影響を及ぼしているということ、関電原発マネー問題、原発は環境も破壊するしお金もかかるということ、中東への自衛隊派遣問題など、多彩な内容でした。


11月の２３宣伝行動は、11月22日に行います。是非、ご参加ください。




















　














住民の命を守れ！実弾演習するな！オスプレイいらない！





に参加しよう！




















11月


15日(金)　近畿安保・防衛局・陸自への申入れ行動」


22日(金) 大阪安保23定例宣伝(12：00～淀屋橋) 


京都安保・「変貌する自衛隊」(18：30～ラポール京都)


23日(土)「秋の憲法大学集会」(14：00～大阪クリスチャンセンター)


27日(水)「都構想ストップ！豊かな大阪をつくる11.27府民のつどい」エルシアター


29日(金)安保破棄中央「宮古島・石垣島への支援連帯行動」


（～12月1日）


12月


１日(日)「日米合同演習反対　あいばの大集会」


(13:30～住吉公園《近江今津》)


４日(水) 常任幹事会(10：00～大阪安保)


６日(金)革新懇・「府民のつどい」（ドーンセンター７階）


18日(水)近畿安保合同会議(14:00～大阪安保)


23日(月) 大阪安保23定例宣伝(12：00～淀屋橋)


26日(木)　事務所年末年始閉所（～1月3日）


1月


５日(日)　勤労協「新春学習集会」　(14：00～中央区民センター)


８日(水)　2020年第1回常任幹事会　(10：00～大阪安保)


11日(土)「日米地位協定署名推進学習会」(13：00～大阪社会福祉会館)　





当面の予定





「日米地位協定署名推進学習会」


○日時：2020年1月11日(土)１３：００～


○場所：大阪社会福祉会館403号室


○講師：林　茂樹さん（安保破棄長野県実行委員会　事務局長）


○資料代として：500円


　日米地位協定の抜本的改定を実現するため、署名と、各自治体に意見書を採択させる運動が全国的に展開されています。


　大阪でもこの運動を大きく進めていくために、学習会を開催することとなりました。


　長野県は過半数を超える40以上の自治体で意見書が採択されています。その経験からしっかりと学びたいと考えています。


　是非、ご参加のほどよろしくお願いします。
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